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　　　３）要旨（邦文 400 字程度．原著の場合は 250 語程度の英文サマリーも付すこと）
　　　　　英文サマリーは，native speaker の校閲を受ける．


















　　　　　　著者名（発行年）： 論文題名 , 雑誌名 , 巻（号）, ページ . の順に記述する．




Weiss M.J.(2002): Hardiness and social support as predictors of typical children with autism, and 
children with mental retardation, Autism, 6, 115-130.
　　　　　【単行本】
　　　　　　著者名 ( 発行年 ): 書名 ( 版数 ), 発行社 , 発行地 . の順に記述する．
　　　　　　例）小此木啓吾 (2000): 対象喪失 悲しむということ（第２版）, 中央公論新社 , 東京 .
　　　　　【分担執筆】
　　　　　　著者名 ( 発行年 ): 分担執筆部分の表題 , 編集者名 , 書名 ( 版数 ), 発行社 , 発行地 , 分担部分のページ . の順
　　　　　　に記述する．
　　　　　　例）野本照三 , 関口光夫 , 金井正光 (1998): 非蛋白窒素化合物 , 金井正光編著 , 臨床検査法概要 (第 31版 )
　　　　　　　   金原出版 , 東京 , 502-503.
　　　　　【翻訳書】
　　　　　　原著者名 ( 原書の発行年次 )/ 訳者名（翻訳の発行年次）: 翻訳書の書名 ( 版数 ), 発行社名 , 発行地 . の順に 
　　　　　　記述する．
　　　　　　例） Friedman M.M.(1986)/ 野嶋佐由美 (1993): 家族看護学　理論とアセスメント (第 1版）, へるす出版 , 

























附則　　本規定は，2006 年 11 月 8日より実施する．
　　　　（2011 年 5月 12日改正）
　　　　（2016 年 5月 19日改正）
